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１．授業の概要	 

 現代の地域課題を解決するために、地域と大
学教育が協働し、地域の活性化とコミュニティ

の再生に寄与できる人材が求められている。課

題解決できる人材を養成するためには、人との

関わりの中で経験的に学び生活に根付いた思

考と技能を培う時間が必要である。  
 本授業は、体育・スポーツを専攻する学生が
他者、特に子ども、高齢者，障がい者等支援を

必要とする人たちと関わることから恊働を考

え、これからの教養として持つべき知識理解な

らびに社会を構成する人として、私たちにでき

ることを構想している。学外に出て、知識と実

践の往還を計りながら、「コミュニケーション

能力の涵養」を目指してサービスラーニングと

して取り組んだ。  
	 この取り組みは、３年生前期「からだと表現

行動」受講者７名、ぱれっと道後職員藤川氏

とチームを組み、週１回本授業時間を活用し

て約１時間の運動指導を行った。  
 
○ディプロマ・ポリシー（卒業次の到達目標）	 

D-1現代社会で生じている健康やスポーツに
関するさまざまな課題について論じ，適切な

対応を考えることができる .（思考・判断）  
 
D-2多世代にわたる対人関係能力およびコミ
ュニケーション能力を獲得し，豊かな地域社

会づくりに貢献するための適切な行動  
ができる . （態度）  
 
○到達目標	 

1）知識・思考：バリアフリー・ノーマライゼ

ーシンの概念を説明し、論述することができる  
２）技能・表現：障がいのある人、高齢者、生

活支援を必要とする人たちと、運動を通して交

流することができる	 

３）意欲・関心：積極的に行動することができ

る .分け隔てなく人と関わることに能動的に取
り組むことができる .	 

ディプロマ・ポリシーと到達目標は、D-1と知

識・思考が対応し、D-2と技能・表現，意欲・

関心が対応しており、リンクしている。	 

○授業内容	 

＜授業構成＞	 

	 就労継続支援B型事業所ほほえみ工房パレ

ット道後の利用者さん８から１０名対象に週

１回１時間（昼休みの時間）、近隣の愛媛県身

体障害者センター体育館、会議室、道後周辺を

活用して、ノルディックウォーキング、ラダ

ー・ランニング、フライングディスク、バラン

スボール、ダンス、キックボクササイズを使っ

て，運動メニューを作成し、前期１０回の運動

指導を実施した。	 

	 受講生のアクティブラーニングを促進する

ために，ゲストスピーカーの講話をもとに、事

前指導ではグループワークで運動指導案作成

と運動教室のシュミレーションを重点的に行

った。	 

受講生を３チームに分け、10回を３／３／４に

分け，最もエフォートの多いチームを「学生リ

ーダー」として、その回のマネジメントとメイ

ンの指導を担当することとした。	 

	 

第１回	 ガイダンス  
	 授業の目的、日程、評価の確認）、授業マナ

ーとルール、ノーマライゼーション・バリアフ

リーについての講義	  
第２回	 就労継続支援B型事業所ほほえみ工

房パレット道後について  
ゲストスピーカー：ぱれっと道後職員藤川氏、

前年度運動指導担当学生	 栗田君  
第３回	 実施計画作成とシュミレーション  



第４回	 実践	 リーダー学生Aチーム  
第５回	 実践	 リーダー学生Aチーム  
第６回	 実践	 リーダー学生Aチーム  
第７回	 実践	 リーダー学生Bチーム  
第８回	 実践   リーダー学生Bチーム  
第９回	 実践   リーダー学生Bチーム  
第10回	 実践   リーダー学生Cチーム  
第11回	 実践   リーダー学生Cチーム  
第12回	 実践   リーダー学生Cチーム  
第13回	 実践   リーダー学生Cチーム  
第14回	 実践についての振り返り	  
グループワークによるまとめと検討（プレゼン

テーション）、評価。	  
第15回	 健康運動教室に参加してくれた利用
者さんの職場を訪問し，交流。	 

	 

２．アンケート結果	 

 記述による振り返りと授業に関する意見の
徴収を図ることを目的に、担当学生の活動に

ついて質問紙による自己評価、授業改善の調

査を行った。＊授業に関する結果のみ抜粋  
 
1）利用者さんとの運動指導をおこなう機会
を持つことについて  
	 全員が肯定的に捉えていた。受講生の感想

の中に、「リーダー担当の時には運動の説明や

声かけで精一杯で分からなかったが、サポー

トに回った期間、利用者さんの反応、感情が

表情や身振りから察することができて、しだ

いに支援することが自然にできるようになっ

た」「できないことをできるようになればと思

う気持ちと、できなくても楽しめる方法はな

いかと探す気持ちがあり、できなくても楽し

める自分の気持ちを選んだ」「言葉でのコミュ

ニケーションが難しくても、言葉じゃないと

思いはじめて、一緒に動くことが大切だと思

った」｢励ますことが，これほど重要とは思わ

なかった｣などの報告があった。  
 
2）活動での苦労したこと  
	 ７人がそれぞれ異なる記述であったため個

別に挙げる。  
①「上達したい」と利用者さんが思うにはど

うしたら良いか？  
②説明が通じていない。  
③運動量が少ないので、運動量を上げるに

は？  
④音楽に反応する人としない人がいる時音楽

を止めた方が良いのか？  
⑤一緒に運動しないと止めてしまうので，一

緒に動いているがそれで良いのか？  
⑥体力差が大きいので，ウォーキングはコー

ス別にした方が良いか？  
⑦障がいによって反応が違うので、担当者は

同じ人を担当する方が良いのでは？  
 
３）利用者さんと継続して関わること  
	 全員が肯定的に捉え，フィードワークとし

て本取り組みを継続していくことを推奨して

いた。  
 
３．改善点  
	 体力別のグループ編成、担当者の固定化等、

授業を通して，利用者さんの健康運動指導が

効果的になるような改善が期待されている。  
	 

４．総括	 

	 本授業が取り組んだ健康運動指導は，サービ

スラーニングを用いることによって受講生が

能動的に授業に取り組み、さらに高い意欲と関

心で実践力につながっていくことを目的とし

ている。グループ活動を学外等のアウトリーチ

型で行う場合、事前の打ち合わせ等のマネジメ

ントの丁寧さと関係性の構築が肝要である。ス

テークホルダーであるぱれっと道後の全面的

な支援が合って、本授業は成立している。また、

実施面では現場に入ったら指導内容やタイム

スケジュールを大幅修正する時間はほとんど

ない。今回、事前指導でリーダーとサポートの

回の中で分業化に関して、各回の各自のエフォ

ートをクリアにしたため，受講生は自己の役割

に応じた毎回の目標が立てやすくなり、分業と

恊働が円滑になった点が受講生の振り返りか

らも十分伺われたため今後も活用していきた

い。本授業は、支援型リーダーの育成を目的と

する授業の一貫として、キャリア開発コースの

教育課程の中で位置づけており、後期の必修科

目「運動とバリアフリー」での継続によって、

さらに実践力の育成につながっていくことが

期待される。	 

	 

	 


